
令和２年度公益社団法人常総市シルバー人材センター事業計画 
 
１．基本方針 
   近年、企業等においては、60 歳以降の継続雇用が格段に増え、65 歳を過

ぎても雇用関係が続く状況が少なくなく、更に政府も継続雇用年齢を 70 歳

まで引き上げる検討を始め、60 歳代はこれまでに雇用されていた企業で継

続して働けるのが一般的になってきております。 
   会員がいない為に、事業を増やせない、仕事を断らぜるを得ない等、受

注における大きな不安材料となっております。会員数を増やせれば、地域

の期待に応えて支え手を出すことができ、シルバー人材センターの存在感

も増すことと思われます。更に、地域にとって密着した事業を組立て、新

しい事業にチャレンジしていける可能性があります。それには、会員数を

増やす為に地域のボランティア活動や、各種イベントにも積極的に参加し、

地域との結びつきを深めるとともに、シルバー人材センターへの入会を進

め、会員拡大を更に強化してまいります。 
   安全・適正就業については、危険性のある申し込みに対しては、慎重に

調査してから受注し、就業可能な場合でも安全装備は必ず着用することに

より事故発生を未然に防止する方策に徹底しております。 
   更に、請負業務の実態から判断して適正でない契約については、派遣契

約に切り替えて適正就業に取り組んでおります。 
   今後も、常総市をはじめ各関係機関、民間企業、市民の皆様のご理解と

ご支援をいただきながら、地域社会に貢献するシルバー人材センターとし

て更なる充実、発展を目指して、会員・役職員一丸となり事業活動を推進

してまいります。 

 
２．シルバー人材センター事業 
（１）就業開拓・提供事業 
   公共、企業、家庭等に対して、役職員が積極的に就業機会の開拓を行い、

会員の希望、知識及び経験に応じた就業と社会奉仕活動の機会の確保に努

めます。また、労働者派遣事業、有料職業紹介事業も実施し、多様な働き

方のニーズに応えます。 
   また、ホームページを活用し内容を更に充実させ、情報提供してまいり

ます。 

 
（２）調査研究事業 
   会員の発注者に対するサービス内容改善や充実のため、さらに新たな就

業等に対し、活動機会の開拓の方策を研究します。 

 
（３）相談事業 
   入会希望者や未就業者の就業相談には、随時、個別面談または、電話等

により実施してまいります。 

 
 



（４）研修・講習事業 
   就業会員の技術面での向上、安全就業を図り、また、住民サービスの向

上を図るため、植木剪定講習会や安全研修会並びに接遇研修会を開催いた

します。さらに新たな就業機会を確保するための研修・講習事業に努めま

す。 

 
（５）普及・啓発事業 
   ホームページの充実を図り、市広報、センター会報を利用し、また市の

行事等に積極的に参加し、入会案内、仕事の受注依頼に努めます。さらに

ボランティア活動を充実させ、花火大会翌日の会場周辺のゴミ拾い、石下

中心市街地の清掃ボランティアを実施する他、各種奉仕活動に努め、高齢

者の生きがい対策の一環として、存在感をアピールしてまいります。 

 
（６）安全・適正就業推進事業 
   班のリーダーが中心となり就業前のミーティングを実施し、現場状況に

合わせた安全就業の確認をしてから仕事に就くよう徹底します。また、安

全委員会を中心に、安全パトロールを強化し事故防止、再発防止に努めま

す。また、少なくとも年に１回健康診断を受診し、会員の健康状態を把握

して、健康な状態での就業を徹底してまいります。さらに、就業途上にお

ける交通事故発生の情報を提供し交通ルールの遵守とマナー向上の取り組

みをいたします。 
適正就業においては、引き続き実態調査を行い、派遣法に抵触する企業等

に対しては、派遣契約に切替える等、適正な就業を推進いたします。 

 
（７）会員の入会促進 
   毎月１回の入会説明会を通じて、シルバー人材センター事業の基本理念

や就業等の仕組みについて詳細に説明します。また、入会を促進するため、

市のお知らせ版やセンターの広報誌により会員拡大に努めます。会員によ

る口コミ募集活動を行い、センターを身近に感じてもらうことにより新規

会員、特に女性会員、植木剪定・除草・草取り作業会員の入会を促進し、

会員増強運動を推進し組織の強化拡大を図ります。 

 
３．法人管理事業 
（１）理事会・総会の開催 
   定時総会は年１回、事業年度終了後３ヶ月以内に開催することとし、出

来るだけ多くの会員が参加するよう地区連絡員等を通じて働きかけます。

また、理事会は６月、３月に定例理事会を開催し、必要に応じて臨時理事

会を開催します。会員の入会審査のみの議題については、定款第３６条の

規定により持ち回り理事会を原則といたします。 

 
（２）委員会の開催 
   センターに総務、事業、広報、安全の４つの専門委員会を設置してセン

ターの方向性や業務の充実を専門的に検討し、組織の活性化と強化を図り



ます。 

 
（３）諸会議、研修等の開催 
   全シ協及び県シ連が開催する総会や研修会、講習会等には積極的に参加

し、特に安全・適正就業対策推進大会や役職員研修会には出来るだけ多く

の会員や役員が参加するよう努めてまいります。また、県内外の先進地セ

ンターとの情報交換、研修会等を行い、役職員及び会員の資質の向上に努

めます。 


